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令和７年度 事業開始前の課題および実施結果

実施主体：金沢大学

課題
•石川県における検案体制の均てん化
•地域をまたいで広域に活動可能な検案医の育成
•検案医と法医の連携

事業成果
•石川県の四割の人口を占める金沢市において、検案医の当番制を
構築した。当番を任された検案医が責任をもって検案等を行うことで、
一層の質が担保された。

•当番制により、警察による検視の立会い医師すなわち検案医の確保
に係る業務が省略され、全体の効率化を図ることができた。

実施結果
死体検案：164
（当番制による。）
死亡時画像診断：41
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・ K 医師（これまでに1件のみ経験済）の例
縊頸の所見の取り方から 助言・指導が始まった

・ T 医師（これまで未経験）の例
所要時間、段取りと動き方から 助言・指導が始まった
：初体験のあとの質問のやりとりが効果的であった

検案医の持続的発展を求めて（1）

当番制の導入：①メリットを説き ②インセンティブをつける

【モデル事業開始に先立ち】

【モデル事業2025年度下半期】

〇 検案医に求められること

・公衆衛生的観点から必要に応じ検査を実施

・法医学教室との十分な連携
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現存のいわゆるベテラン検案医の活躍を維持

１）新規検案医への引き継ぎを兼ねながら、

検案がない日（休検案日）を設けることで無理を避ける

２）系統的講義を通したリカレント教育

：生涯学習の一環として

検案医の持続的発展を求めて（2）

【ポンチ絵フローの「川上（かわかみ）」】
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検案医の持続的発展を求めて（3）

- 月毎の当番表の例 -
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全ては

「遺族にやさしい」

遺族ファーストの死因究明をゴールに見据えてのこと

【ポンチ絵フローの「川下（かわしも）」】

画像診断医（CT）読影：機会のシステム化

従来からの当番表を利活用

検案医の持続的発展を求めて（4）

【読影医あるいは読影医を兼ねた検案医】

6


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

